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TR ／ティーアールは、東京都道路整備保全公社の事業を表すブランドネームです。
この冊子は、東京都道路整備保全公社の駐車場事業収益等をもとに制作しています。

C o n t e n t s

2 東京Michi 百景
墨田区の北斎通り

3 TR-mag.Navigation 東京を遊ぶ
Scene26　墨田区を楽しもう！

6 TR東京都道路整備保全公社の事業の仕組み

7 エッセイ さんぽのじかん
さんぽはリフレッシュ兼アイデアの種　　　柳原可奈子さん

9 TR-mag.Topics
道路見学ツアー開催
・日比谷公園付近に紅葉の街路樹を訪ねる
・水上バスから隅田川橋りょう群を見る

11 道物語・「東京・まち・今昔」⑨
変わりゆく錦糸町界隈

13 池波正太郎の舌鼓　第 7回（最終回）重金敦之
みの家の「桜なべ」（江東区森下）

15 TR-mag.Focus
東京ふれあいロード・プログラム
参加団体訪問 -27 ／百寿会（品川区）
TR-mag.focus Again! ／環八に花と緑をの会（大田区／世田谷区）

17 Information & News
公社駐車場がオープン！
都内5カ所にEV用急速充電器を新たに設置
東京都建設局用地部が主催する「用地取得に係る事例発表会」で発表
重要文化財・勝鬨橋「学生・技術者向けツアー」＆「橋脚内見学ツアー」実施中  ほか

21 クロスワードパズル㉑
クロスワードパズルでリフレッシュ！

22 Random Review

東京の新名所を描こうと、スケッチ道
具を持ってポイント探しの散歩に出掛
けた。大地から、天に向かってのびる
タワー。その足元からの全景を、真っ
直ぐ見渡せる橋を見つけて早速絵筆
を走らせた。

鹿児島県出身。武蔵野美術大学に学び、
劇団四季を経て、NHK朝の連続テレビ小説
『ロマンス』主演でテレビデビュー。映画・
テレビ・舞台で俳優として活躍する一方、ア
ジアを中心に世界各地の絵を描き続ける。
最新刊『猫のくすっ』、詩画集『光 KOU』・
『風 FUU』・『空 KUU』、画文集『東京散歩』
など著書多数。全国各地で個展を開催。
公式HP　http://www.offi  cetaka.co.jp

Takaaki Enoki

表紙・榎木孝明の世界

（「天高く」スケッチ場所：東京・江東区・福神橋より）
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かつて南割下水という堀を埋立てて道路にしたことから「南割下水通り」と呼ばれてい
た「北斎通り」は江戸東京博物館前の清澄通りから、錦糸町方面へ真っ直ぐ伸びて
いる。平成 7年に地下に電柱を埋めた際に歩道も広く整備された。平成 27 年度には
北斎の作品を展示する「すみだ北斎美術館」が開館予定。

「北斎通り」はかつて「南割下水通り」と呼ばれていました。
不朽の名作『冨嶽三十六景』や

『北斎漫画』 の作者・葛飾北斎生誕の地にちなんで
「北斎通り」と名づけられました。

北斎は当時としては非常に長生きをした人で、
90年の生涯をひたすら絵の勉強についやしました。
ゴッホやモネにも強い影響を与えた北斎であれば、

自らが長い時間を過ごした現在のこの界隈をどのように描くのか？
想像すれば、北斎をもっと身近に感じられそうです。

日本を代表する天才絵師・葛飾北斎は
チャキチャキの江戸っ子
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昭
和
22
年（
1
9
4
7
）、本
所
と
向
島
の
2
つ
の
区

が
1
つ
に
な
って
誕
生
し
た
墨
田
区一帯
は
、南
部
の
両

国
あ
た
り
か
ら
拓
け
ま
し
た
。き
っ
か
け
は
、江
戸
の

町
の
半
分
以
上
を
焼
き
、10
万
人
以
上
の
犠
牲
者
を

出
し
た
明
暦
3
年（
1
6
5
7
）の
振
袖
火
事
か
ら
だ

と
言
い
ま
す
。そ
れ
ま
で
隅
田
川
に
架
か
る
橋
は
上
流

の
千
住
大
橋
し
か
な
かっ
た
こ
と
で
被
害
が
拡
大
し
た

と
、幕
府
は
町
づ
く
り
と
防
火
対
策
の
た
め
に
万
治
2

年（
1
6
5
9
）に
両
国
橋
を
架
け
る
と
同
時
に
両
国

橋
東
岸
、本
所
を
開
拓
し
武
家
屋
敷
を
移
転
さ
せ
ま

し
た
。こ
の
火
事
を
教
訓
に
両
国
橋
の
東
西
の
た
も
と

に
火
除
け
の
た
め
の
空
き
地
や
広
小
路
も
設
け
ら
れ
、

や
が
て
両
国
は
江
戸
随一の
繁
華
街
と
な
り
ま
し
た
。

今
は
隅
田
川
に
架
か
る
墨
田
区
エ
リ
ア
の
橋
は
、水
神

大
橋・白
鬚
橋・桜
橋・言
問
橋・吾
妻
橋・駒
形
橋・

橋・蔵
前
橋・両
国
橋
の
9
つ
。隅
田
川
花
火
大
会

は
、8
代
将
軍
吉
宗
が
悪
病
退
治
の
た
め
に
隅
田
川
で

水
神
祭
を
し
た
時
に
、花
火
を
打
ち
上
げ
た
の
が
始

ま
り
だ
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
す
み
だ
散
策
は
、江
戸
の
面
影
を
色
濃
く
残

す
両
国
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

J
R
両
国
駅
西
口
で
ま
ず
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
の

が
相
撲
の
殿
堂・国
技
館
と
江
戸
東
京
博
物
館
。東
京

都
中
央
卸
売
市
場
江
東
市
場
の
跡
地
に
建
つ
高
床
式

の
ユ
ニ
ー
ク
な
外
観
の
江
戸

東
京
博
物
館
は
、平
成
5
年

（
1
9
9
3
）に
開
館
し
ま
し

た
。常
設
展
示
室
は「
江
戸

ゾ
ー
ン
」「
東
京
ゾ
ー
ン
」「
第

２
企
画
展
示
室
」に
分
か
れ
、

浮
世
絵
や
絵
巻
、着
物
、古
地

た
吉
良
上
野
介
屋
敷
跡
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
9
年

（
1
9
3
4
）
に
、
地
元
の
有
志
に
よ
っ
て
保
存
さ

れ
た
1
0
0
㎡
ほ
ど
の
小
公
園
は
、
な
ま
こ
壁
に
囲

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
公
園
は
広
大
な
吉
良
邸
の
約

86
分
の
1
に
す
ぎ
な
い
そ
う
で
す
。

　

毎
年
12
月
14
日
に
義
士
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
吉
良
様
の
お
膝
元
・
す
み
だ
と
し
て
、
吉
良
様

供
養
を
し
よ
う
と
約
40
年
前
か
ら
、
毎
年
12
月
第
2

も
し
く
は
第
3
土
曜
日
・
日
曜
日
に
吉
良
祭
・
元
禄

市
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
元

禄
市
は
、
食
料
品
か
ら
衣
料

品
、
雑
貨
、
日
用
品
、
鉢
花
な

ど
約
80
の
露
店
で
賑
わ
い
、
す

み
だ
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま

す
。
吉
良
邸
か
ら
東
の
両
国
公

園
に
は
勝
海
舟
生
誕
之
地
碑
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
隣
に
あ
る
龍

之
介
の
母
校
と
し
て
知
ら
れ
る

両
国
小
学
校
に
は
、
大
正
9
年

（
1
9
2
0
）
に
雑
誌
『
赤
い

鳥
』
に
発
表
さ
れ
た
短
編
『
杜と

子し

春し
ゅ
ん』
の
一
節
が
刻
ま
れ
た
文

学
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

両
国
駅
か
ら
錦
糸
町
ま
で
は
J
R
で
一
駅
。
体
力

の
あ
る
方
は
、
江
戸
東
京
博
物
館
前
か
ら
錦
糸
町
に

図
、大
型
模
型
な
ど
を
展

示
。毎
週
土・日・祝
日
に
は

落
語
や
伝
統
芸
能
が
楽
し

め
る「
え
ど
は
く
寄
席
」が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。北
側

の
遊
歩
道
沿
い
に
は「
亀（一説
に
は
贔び

屓し

）」に
乗
った
徳

川
家
康
公
の
像
が
あ
り
ま
す
。

　
遊
歩
道
を
駅
に
向
か
う
左
手
に
あ
る
国
技
館
は
二
代

目
で
、旧
国
技
館
は
東
京
駅
を
手
が
け
た
辰
野
金
吾
等

の
設
計
で
明
治
42
年（
1
9
0
9
）に
、回
向
院
の
隣
に
建

て
ら
れ
ま
し
た
。大
相
撲
の
歴
史
を
刻
む
旧
国
技
館
は

た
び
重
な
る
災
禍
に
見
舞
わ
れ
、東
京
大
空
襲
で
焼
失

し
ま
し
た
。戦
後
再
建
さ
れ
た
旧
国
技
館
は
進
駐
軍
に

接
収
さ
れ
、相
撲
興
行
は
蔵
前
に
拠
点
を
移
し
、新
国
技

館
と
し
て
両
国
に
戻
った
の
は
昭
和
59
年（
1
9
8
4
）の

こ
と
で
し
た
。

　
国
技
館
の
近
く
に
は
元
禄
時
代
の
大
名
庭
園
を
復
元

し
た
旧
安
田
庭
園
が
あ
り
ま
す
。真
ん
中
に
あ
る
池
は

隅
田
川
の
水
を
引
き
、潮
の
干
満
で
異
な
る
景
色
を
楽

し
む「
潮
入
の
池
」を
復
元
し
た
も
の
。

向
か
っ
て
横
十
間
川
ま
で
ま
っ
す

ぐ
に
延
び
る
北
斎
通
り
を
散
策
す

る
の
も
お
勧
め
。
こ
こ
は
本
所
南

割
下
水
と
呼
ば
れ
、
江
戸
が
生
ん

だ
世
界
の
絵
師
・
葛
飾
北
斎
生
誕

の
地
に
因
ん
で
北
斎
通
り
と
な
り

ま
し
た
。
両
側
の
街
路
灯
に
は
北

斎
作
品
が
飾
ら
れ
、
北
斎
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
90
年
の

生
涯
の
ほ
と
ん
ど
を
墨
田
区
内
で

過
ご
し
た
北
斎
は
な
ん
と
93
回
も

転
居
を
繰
り
返
し
た
と
か
。

　
北
斎
通
り
沿
い
の
緑
町
公
園
前

の
信
号
の
左
、
東
あ
ら
れ
両
国
本

店
の
前
に
葛
飾
北
斎
生
誕
之
地
の

高
札
（
案
内
板
）
が
あ
り
ま
す
。

信
号
を
渡
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
前

に
は
江
川
太
郎
左
衛
門
終
焉
の
地

が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
後
期
の
伊
豆
韮
山
の
代
官

で
反
射
炉
を
築
き
日
本
に
西
洋
砲
術
を
普
及
さ
せ
、

現
在
の
お
台
場
の
名
の
由
来
に
な
っ
て
い
る
〝
台

場
〞
を
造
っ
た
人
で
す
。
真
向
か
い
の
緑
町
公
園
は

津
軽
家
の
上
屋
敷
跡
だ
っ
た
所
で
、
敷
地
内
に
は
す

み
だ
北
斎
美
術
館
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

緑
町
公
園
の
先
、
右
手
に
あ
る
野の

み
の
す
く
ね

見
宿
禰
神
社
に

は
相
撲
の
神
様
・
野
見
宿
禰
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

境
内
に
歴
代
の
横
綱
の
名
を
刻
ん
だ
石
碑
が
２
基
並

ん
で
い
ま
す
。

　

旧
安
田
庭
園
か
ら
国
技
館
通
り
を
京
葉
道
路
に
向

か
っ
た
突
き
当
た
り
が
回
向
院
で
す
。
振
袖
火
事
で

亡
く
な
っ
た
無
縁
仏
を
葬
る
た
め
に
、
将
軍
・
家
綱

が
「
万
人
塚
」
を
設
け
大
法
要
を
執
り
行
っ
た
の
が

始
ま
り
と
言
わ
れ
る
浄
土
宗
の
お
寺
で
す
。
そ
の
後

は
様
々
な
巡
拝
の
札
所
と
な
り
、
全
国
の
有
名
寺
社

の
秘
仏
秘
像
が
開
帳
さ
れ
る
寺
院
と
し
て
参
詣
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
江
戸
時
代
後
期
に
は
勧
進
相

撲
の
定
場
所
と
し
て
「
回
向
院
相
撲
」
が
行
わ
れ
、

明
治
42
年
（
1
9
0
9
）
に
旧
国
技
館
が
建
て
ら
れ

る
ま
で
の
約
76
年
間
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
道
脇
の

「
力
塚
」
に
は
今
で
も
新
弟
子
た
ち
が
力
を
授
か
る

よ
う
に
祈
願
に
訪
れ
る
そ
う
で
す
。
境
内
に
あ
る
義

賊
・
鼠
小
僧
次
郎
吉
の
石
碑

は
削
る
と
運
が
つ
く
と
言
わ

れ
、
合
格
祈
願
に
持
ち
帰
る

受
験
生
も
多
い
と
か
。

　

回
向
院
と
京
葉
道
路
を
挟

ん
だ
両
国
駅
入
口
の
バ
ス
停

近
く
は
、
芥
川
龍
之
介
が
生

後
約
7
ヵ
月
か
ら
18
歳
ま
で

を
過
ご
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

回
向
院
の
東
、
両
国
三
丁
目
の
本
所
松
坂
町
公

園
に
は
、
元
禄
15
年
（
1
7
0
2
）
12
月
14
日
の

夜
、
大
石
内
蔵
助
以
下
赤
穂
浪
士
47
名
が
討
ち
入
っ

振
袖
火
事
で
架
け
ら
れ
た
両
国
橋

た
び
重
な
る
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら

両
国
に
戻
っ
た
相
撲
の
殿
堂・国
技
館

葛
飾
北
斎
は
90
年
の
生
涯
で
、

墨
田
区
内
等
を
93
回
も
転
居
し
て
い
た

吉
良
様
の
お
膝
元
・
す
み
だ
で
は

供
養
の
吉
良
祭
を
開
催

吾妻橋から望む墨田区庁舎と東京スカイツリー

江戸の情緒と人情あふれる街・墨田区。このすみだには長い年月を経て培ってきた様々
な歴史の記憶があります。今回は墨田区企画経営室広報広聴担当の小林茉莉子さ
んと石川耕佑さんに、すみだの歴史や魅力あふれるスポットを紹介していただきました。
パーク＆ライドや駐車場を上手に活用して、のんびり街の散策を楽しみましょう！

Scene26 墨田区を楽しもう!

旧安田庭園
住所／墨田区横網1-12-1 
開園時間／9時～16時30分
休園日／年末年始

家康公の像。台座は幕府が 15
代続いたことにちなみ15段、鷹
狩り好きの家康公らしく左手に
「鷹」を従えている

©江戸東京博物館

江戸東京博物館
住所／墨田区横網1-4-1
問合／03-3626-9974
開館時間／9時30分～17時30分（土日は19
時30分まで）
休館日／毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
入館料／一般600円、65歳以上300円、大学生480円、
高校生・中学生（都外）300円
※小学生以下及び都内在住・在学の中学生は無料

まずは関取に
変身してみよう！

野見宿禰神社

吉良上野介屋敷跡

約
76
年
も
続
い
た
回
向
院
の
勧
進
相
撲

芥川龍之介生育の地

回向院

鼠小僧のご利益に
あやかろう！

北斎ギャラリー 江川太郎左衛門終焉の地

錦糸町パークタワー駐車場
所在地：東京都墨田区江東橋3-5-16
収容台数：自動車　時間制289台　
　　　　 オートバイ70台
料金：自動車　15分100円（8時～23時）
　　　　　　 30分100円（23時～8時）
Ｐ＆Ｒ割引：
①入庫当日24時まで最大1,400円（平日・祝日）
②入庫当日24時まで最大2,400円（土・日のみ）
身障者・低公害車割引：最初の1時間は駐車料金無料
オートバイ1日400円（22時～翌24時、0時～翌2時）
P-Plus：近隣店舗と提携した、お得な駐車サービス券です。

北斎通りの路地から望む
東京スカイツリー

芥川龍之介の文学碑 勝海舟生誕之地碑

レンタサイクルでまち散策も楽 ！々
駐車場ご利用の方に限り、レンタサイク
ルのご利用ができます。

EV車両用の充電設備が急速充電器と
200Vスタンドが設置されています！ 
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て
「
と
う
き
ょ
う
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
駅
に
改
名
さ
れ

る
そ
う
で
す
。

　

北
十
間
川
沿
い
を
隅
田
川
に
向
か
い
三
ツ
目
通
り

を
渡
る
と
、
8
代
将
軍
徳
川
吉
宗
が
堤
防
保
護
と
風

流
を
考
え
て
植
え
た
と
い
わ
れ
る
墨
堤
の
桜
で
有
名

な
隅
田
公
園
で
す
。
今
で
は
桜
の
季
節
に
な
る
と
吾

妻
橋
か
ら
桜
橋
ま
で
の
約
1
㎞
に
見
事
な
桜
の
ト
ン

ネ
ル
が
で
き
ま
す
。
言
問
通
り
を
渡
り
、
見
番
通
り

の
左
手
に
あ
る
の
が
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
。
す

み
だ
の
歴
史
と
独
自
の
郷
土
文
化
を
後
世
に
伝
え
る

　

見
え
隠
れ
す
る
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
楽
し
み
な

が
ら
し
ば
ら
く
北
斎
通
り
を
歩
く
と
、
通
り
随
一
の

ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
・
大
横
川
親
水
公
園
の
長
崎
橋
跡

で
す
。
こ
こ
か
ら
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
向
か
い
た

い
方
は
、
公
園
内
の
大
横
川
に
架
か
る
6
つ
の
橋
を

楽
し
み
な
が
ら
、
ま
っ
す
ぐ
業
平
橋
ま
で
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

公
園
の
信
号
の
左
手
に
は
津
軽
稲
荷
神
社
が
あ

り
ま
す
。
津
軽
家
の
中
屋
敷
跡
に
あ
っ
た
こ
と
か

ら
津
軽
稲
荷
と
呼
ば
れ
、
錦
糸
町
一
丁
目
町
会
の

守
護
神
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
先
、
右
手
に
は

平
成
9
年
（
1
9
9
7
）
に
す
み
だ
の
文
化
拠
点
と

し
て
誕
生
し
た
、
す
み
だ
ト
リ
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ル
名
の
ト
リ
フ
ォ
ニ
ー
と
は

人
と
音
楽
と
ホ
ー
ル
の
3
つ
の
音
が
響
き
合
う
様

を
表
し
て
い
ま
す
。

　

錦
糸
町
駅
の
北
口
か
ら
約
5
分
。
四
ツ
目
通
り
に

面
し
た
錦
糸
公
園
内
の
墨
田
区
総
合
体
育
館
の
2
階

に
、
平
成
21
年
（
2
0
0
9
）
に

墨
田
区
初
の
名
誉
区
民
と
な
っ

た
王
貞
治
氏
の
「
王
貞
治
の
ふ

る
さ
と
墨
田
」
が
あ
り
ま
す
。

〝
世
界
の
王
〞
の
子
ど
も
時
代

の
着
物
、
現
役
時
代
の
ユ

ニ
ホ
ー
ム
や
グ
ロ
ー
ブ
、

貴
重
な
民
俗
・
歴
史
資
料
が
収
集
・
保
存
・
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

隅
田
公
園
か
ら
墨
堤
通
り
の
枕
橋
を
渡
る
と
墨

田
区
役
所
で
す
。
区
役
所
前
の
広
場
に
あ
る
幕
末

維
新
の
英
傑
・
勝
海
舟
の
大
き
な
像
は
、
江
戸
城

無
血
開
城
に
あ
た
っ
た
40
代
半
ば
頃
の
姿
を
表
し

て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
区
役
所
の
す
ぐ
近
く
の

吾
妻
橋
の
た
も
と
に
は
、
吾
妻
橋
観
光
案
内
所
が

あ
り
、
墨
田
区
内
だ
け
で
な
く
東
京
観
光
に
関
す

る
様
々
な
情
報
の
提
供
や
す
み
だ
グ
ッ
ズ
も
豊
富

に
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

写
真
な
ど
貴
重
な
資
料
が
時
代
ご
と
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
す
み
だ
で
生
ま
れ
育
っ
た
王
氏
の
歴
史
が

一
目
で
分
か
る
必
見
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

錦
糸
公
園
か
ら
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
は
、
東
京

メ
ト
ロ
半
蔵
門
線
の
押
上
駅
で
下
車
。
浅
草
通
り
の

駅
前
信
号
を
左
に
曲
が
る
と
左
手
に
春
慶
寺
が
あ
り

ま
す
。
池
波
正
太
郎
の
『
鬼
平
犯
科
帳
』
に
も
登
場

す
る
こ
の
寺
に
は
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
の
作
者
・

四
世
鶴
屋
南
北
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
眺
め

る
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
遠
目
と
は

違
い
ド
迫
力
。

　

春
慶
寺
前
の
横
断
歩
道
橋
を
渡
り
、
北
十
間
川
沿

い
を
業
平
橋
に
向
か
う
と
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
見

学
の
人
た
ち
で
大
賑
わ
い
。
完
成
す
る
と
世
界
一
の

電
波
塔
と
な
る
タ
ワ
ー
と
そ
の
周
辺
施
設
に
は
、
放

送
施
設
の
ほ
か
展
望
施
設
、
シ
ョ
ッ
プ
、
レ
ス
ト
ラ

ン
や
カ
フ
ェ
、
学
習
機
能
を
備
え
た
都
市
型
水
族

館
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど
が
入
る
予
定
。
ち
な
み

に
東
武
伊
勢
崎
線
の
業
平
橋
駅
は
、
開
業
に
あ
わ
せ

野
球
フ
ァ
ン
必
見
!!

「
王
貞
治
の
ふ
る
さ
と
墨
田
」

世
界一の
電
波
塔
・
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー®

◆江戸木目込人形博物館
小さな博物館楽しいイベントが目白押しの墨田区へGO!

※掲載データは2012年1月20日現在のものです。

向島百花園梅まつり  
2月4日（土）～3月4日（日）
江戸の文化を体験できる催しがたくさんあり、梅と江戸の
趣を楽しめます。
場所／向島百花園
問い合わせ／03-3611-8705（向島百花園）

香梅園梅まつり 
2月18日（土）～3月11日（日）
小村井梅屋敷を再現した香取神社で開かれる。境内の
一角にある香梅園は規模は小さいが、花梅85種120本
と種類が多い。
場所／小村井香梅園
問い合わせ／03-3612-0878（小村井香取神社）

墨堤さくらまつり 
3月末～4月上旬
起源を将軍吉宗の植桜（1717年）にさかのぼる墨堤の
桜。ここで開かれる歴史ある桜まつり。隅田川左岸沿いに
並ぶ地元町金の模擬店をはじめ、向島芸妓茶屋、期間限
定品や記念グッズの販売など、様 な々イベントで賑わう。
場所／桜橋周辺
問い合わせ／03-5608-6951（墨田区観光協会）

◆屏風博物館

館内には七代目の塚田真弘さんの曾祖父で、木目込み
人形の流行に貢献した四代目名川春山氏の逸品をはじ
め、歴代雛人形、御所人形、干支の動物、道具など
が展示されています。また作業風景も見学できます。

奈良時代から江戸時代末期までのおもな屏風を世相とあわせ
て紹介したパネルや製作道具、金具が展示されています。18
世紀後半の「江戸風俗祭礼図屏風」や一枚で複数の絵が楽
しめる「からくり屏風」は必見です。

住所／墨田区向島2-11-7 
問合／03-3622-4579
開館時間／10時～17時
休館日／日曜・祝祭日
（12/1～3/15まで休館）

住所／墨田区向島1-31-6 
問合／03-3622-4470
開館時間／9時～17時30分
休館日／日・祝祭日、5月～10月
の第2・4土曜日

※この他に墨田区には現在、23の小さな博物館があります。

吾妻橋観光案内所
住所／
墨田区吾妻橋1-16-1
問合／03-6658-8097
営業時間／10時～18時
定休日／無休（12月29日～1月1日除く）

「すみだ観光まちびらき」開催中！
東京スカイツリー開業により、国内外からの
注目度が高まっている墨田区。開業前後の
期間を“国際観光都市すみだ”のまちびらき
と位置づけ、「すみだ観光まちびらき」キャン
ペーンを平成25年 3月まで開催中です。
詳しくは、http://machibiraki.jpまで。

隅田公園区役所前広場にある勝海舟像

春慶寺前から望む東京スカイツリー 北十間川沿いから望む東京スカイツリー

津軽稲荷神社

王貞治のふるさと墨田
住所／墨田区錦糸4-15-1 
問合／03-5608-6588
営業時間／10時～18時
休館日／毎月第3月曜及び年末年
始（12月30日～1月2日）

すみだトリフォニーホール

ちょっと足を
のばして庶民派庭園・向島百花園

住所／墨田区東向島3-18-3
問合／03-3611-8705
開園時間／9時～16時30分（閉園17時）
休園日／12月29日～1月3日
入園料／一般150円、65歳以上70円
※小学生以下及び都内在住・在学の中学生は無料

向島百花園は、江戸時代に、骨董商・佐
原鞠塢が文人墨客の協力を得てつくった庭
園で「新梅屋敷」とも呼ばれていました。
百花園の名のとおり、四季折々の花が咲き
乱れる名所として、また江戸庶民の行楽地
として賑わいました。園内には松尾芭蕉の
句碑を含めて29基の碑が点在しています。

園内では向島一帯
で栽培されていた
江戸野菜・寺島ナ
ス最中を販売して
います。

◆

す
み
だ
に
は
こ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
見
所
、
楽
し
み
方
が
あ

り
ま
す
。
自
分
に
あ
っ
た
す
み
だ
散
策
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

江戸野菜・寺島ナス
最中は絶品です！

向島百花園か
ら望む東京ス
カイツリー

東京スカイツリーが
一番きれい見える
ポイントで～す！
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TR東京都道路整備保全公社では、普段見ることのできない、道路に関連した工事現場や施設の見学、道路に親しんでいただくための
様 な々道路見学ツアーを実施しています。
平成23年11月30日（水）、12月16日（金）の2日間、高倍率の中から抽選で選ばれた皆さんが参加して、道路見学ツアーを開催しました。

日比谷公園内にある「緑と水のカ
レッジ」の2階で受付。

受付開始

橋のポケットマップで見学ルートをチェック

イヤーホーンを装着してツアーの
準備完了！ 明治36年に開園した
日比谷公園の歴史や園内の植物
についての説明を受け、いよいよ
フィールドワークへ。

水面に映る黄
金色のイチョ
ウは一枚の絵
のよう！

皇居側のイチョウ並木
はほとんど剪定をして
いないので、イチョウ本
来の姿を見ることがで
きるそうです。

通りによって植えられている街路樹が違うので、多彩な紅葉を楽しめます。

アーク灯は開園当時
の公園灯で、10基
あったそうです。

都市公園等の噴水では、日本で3番目の
古さという美しい鶴の噴水のある池。赤
と黄色のコントラストが圧巻です。

画像やパンフレットを使って街路樹の定義について
説明する東京都建設局公園緑地部計画課街路樹担
当の山本係長。日本初の近代的な街路樹は、明治6
年に銀座に植えられたマツとサクラだそうです。

東京都道路整備保全公社みちづくり推進課の井上係長から、乗船前
に橋の構造を始め、勝鬨橋から千住汐入大橋までの隅田川に架かる
19の橋について、それぞれの歴史や特徴などの説明を受けました。

ガイドの上田講師
が実践する「五感
を使って楽しむツ
アー」は、今回も
日比谷公園の散
策からスタート。

Lecture

Time Schedule Time Schedule

今回で4回目となるこのツアーは、普段、何気なく眺めている街路樹に親しみを感じてもらい、その管理の現状を知っていただこうというものです。
当日はガイドと一緒に歩き、街路樹の種類や歴史などの説明を受けながら、日比谷公園内や付近の街路樹散策を楽しんでいただきました。

2007年に国の重要文化財に指定された清洲橋、永代橋、勝鬨橋をはじめとした、隅田川にかかる橋の魅力を知ってもらうツアーを開催しました。
当日は、6倍を超える応募者の中から抽選で選ばれた皆さんが参加され、水上バスでの第1回目のツアーを満喫していただきました。

TR東京都道路整備保全公社主催

道路見学ツアーを実施！
「水上バスから隅田川橋りょう群を見る」 ■平成23年12月16日（金） 「日比谷公園付近に紅葉の街路樹を訪ねる」 ■平成23年11月30日（水）

実際に手に触れて感触をみた
り、写真を撮ったり、楽しみ方
もいろいろです。

Street trees visit tour

普段は見ることできない橋の下を見たり、見上げ
たり、水上バスならではの見学方法。当時の最先
端技術を駆使して作られた橋りょう群は大迫力で
した。

勝鬨橋から千住汐入大橋までの隅田川
に架かる個性的な19の橋を見学

聖路加ガーデン前発着場から、東京水辺
ラインの水上バス（コスモス）に乗船。

● 千住大橋（1594年）
● 両国橋（1659年）
● 新大橋（1693年）
● 永代橋（1698年）
● 吾妻橋（1774年）

江戸時代の5橋

今回で4回目となった街路樹ツアーは、回を
追う毎に参加を希望される皆さんが増えて
きております。9月29日（土）から10月28日
（日）まで、全国都市緑化フェアTOKYOが開
催されますので、その中で公社が協力できる
ものとしてこの街路樹ツアーを大きくクロー
ズアップして展開していけたらと、検討してお
ります。また、今回が第1回目の開催となった

水上バスでのツアーは、普段は見ることのできない橋脚の下から、橋脚
の構造などを間近に見ていただきながら、道路の維持管理やその必要
性を知っていただければと思っています。今後も多くの皆さんに参加し
ていただけるような道路見学ツアーを開催していく予定です。

「紅葉狩りというと紅葉の赤を
連想される人が多いと思います
が、黄色とのコントラストを楽し
むのも紅葉狩りの醍醐味です。
今回のツアーでは一枚の葉っぱ
をしっかりと眺めることで、葉脈
を知り、人間が手を加えたので
はない自然による色の変化を
体感していただきたいと思って
いました。自然を体感し実体験
できるこのような機会に、日頃は気づかいないことに気づ
き、面白いと思って覚えていただければ嬉しいです。植物
も進化していますので、これからも新しい情報を少しずつ
でも皆さんにお伝えしていきたいです」

（公財）東京都道路整備保全公社
原 和生公益事業課長

ガイドの上田良就講師

MXテレビの取材もあり、見学の模様がニュースで紹介されました。
勝鬨橋 永代橋 清洲橋

● 日比谷公園
● 丸の内仲通り（ケヤキ・シナノキ他）
● 行幸通り（イチョウ）
● 内堀通り
● 皇居前広場
● 桜田門、旧法務省前（ユリノキ）
● 日比谷公園

見学コース

● トウカエデ
● ユリノキ
● ナンキンハゼ
● モミジバフウ
● イチョウ

● サクラ
● カツラ
● ハナミズキ
● ケヤキ

紅葉する街路樹

日比谷公園は、洋食、洋楽、洋花
の3つの“洋”が楽しめる日本初
の洋風公園として、明治36年に
開園。平成18年には日本の歴
史公園百選に選定されました！ 

池がわに枝が傾いているのは、
湿度を求めているからなんです！

鮮やかな黄色でひと際目をひくのが松本楼の前に
ある「首かけイチョウ」と呼ばれる巨木。樹齢350年
（推定）で生きた化石と言われているそうです。

日比谷公園のパワー
スポットで、“木から気”
をいただきました！

聖路加ガーデン前発着場から乗船→下流へ→①勝
鬨橋付近から上流へ→②佃大橋→③中央大橋→④
永代橋→⑤隅田川大橋→⑥清洲橋→⑦新大橋→⑧
両国橋→⑨総武線隅田川橋梁→⑩蔵前橋→⑪ 橋
→⑫駒形橋→⑬吾妻橋→⑭東武鉄道隅田川橋梁→
⑮言問橋→⑯桜橋→⑰白鬚橋→⑱水神大橋→⑲千
住汐入大橋から下流へ→両国発着所で下船

見学ルート

1:00p.m. 1:30p.m. Lecture 1:15p.m.

Hibiya Park2:00p.m.

Aquatic bus tour2:30p.m.

12:30p.m.

隅田川の新名所・東京スカイツリー！
水上バスからの眺めも堂々としています。

大変な寒さの中
でもスカイツリー
は大人気！上部の
デッキで完成間近
のスカイツリーを
バックに記念撮影
する参加者も多
かったです。 

東京スカイツリー®／隅田川からの眺望ベスト3

国の重要文化財に指定された3つの橋

参加された皆さん、お疲れさまでした！参加者の声

「毎日を慌ただしく過ごしていますの
で、水上バスでゆっくりと隅田川を巡
ることができて、本当に幸運でした。
橋の歴史など、講師の方の説明もと
てもわかりやすかったです」とお二人
で参加された浜中さんと岩下さん。

「いろいろな種類の街路樹があり、そ
れぞれに役割があるというのがよく
わかりましたし、先生の話もわかりや
すく勉強になりました。とにかく面白
かったし楽しかったです」とお二人で
参加された渡邊さん。

「橋の専門家から説明を受けながら見学
できたので、とても橋を身近に感じるこ
とができました。何といっても二人で参
加でき、オープン間近のスカイツリーを
隅田川から見ることができて感激してま
す」とお二人で参加された久須美さん。

「今まで単に素通りしていた街路樹
が、きっちりと管理がされているのが
わかり、有意義でした。都心にいろいろ
な種類の植物があるのに驚きました。
機会があればまた参加したいと思って
います」と参加された中西さん。

水上バスの客室で、実際に
見学しながらさらに詳しい
説明を受けました。

街路樹は道路に植栽された樹木のこと。
公害問題を境に街路樹の大切さがク
ローズアップされてきました！

歩道のオブジェも街路樹ツアーの楽しみのひとつ
です。

ガーデンシクラメンの素敵な甘い香りも堪能！

江戸時代に隅田川には木橋
が5橋架かっていました！


